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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定間隔毎に部品を収納したテープ本体と、
　前記テープ本体の表面に貼付され、部品の飛び出しを防止するカバーテープと、
　前記テープ本体と前記カバーテープを部品取り出し部に送るとともに、前記部品取り出
し部で前記テープ本体から前記カバーテープを剥がして、部品の取り出しが可能となる部
品供給装置において、
　前記テープ本体から剥離された前記カバーテープを排出方向に送る駆動ローラと、
　前記カバーテープの排出方向に沿ってその刃部が配置され、前記カバーテープの移動に
伴い前記カバーテープを長辺方向に切断する切断部材と、
　前記カバーテープの排出経路を狭くするように配置され、切断された前記カバーテープ
を重ね合わせて排出方向に案内するガイド部材を備えることを特徴とする部品供給装置。
【請求項２】
　請求項１記載の部品供給装置において、
　前記ガイド部材は、重ね合わせた前記カバーテープが前記テープ本体と交差する際、前
記テープ本体の側縁近くを通過するように案内することを特徴とする部品供給装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、回路基板に実装するための電子部品を供給する、部品供給装置に関するも
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のであり、特に、そのカバーテープの処理に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　部品供給装置のテープは、電子部品を収納したテープ本体と、このテープ本体の表面に
貼付されたカバーテープから構成されている。そして、所定の部品供給位置でカバーテー
プは剥離されて、部品供給が可能となる。この剥離したカバーテープを排出して、回収す
るための装置が提案されている。
【０００３】
　特開２０００－９１７９０号公報に記載の装置では、剥離したカバーテープを二つ折り
にして、カバーテープ回収中のトラブルを防止するものが提案されている。
【０００４】
　また、特開平３－２４３５６３号公報に記載の装置では、剥離したカバーテープを９０
度反転させている。この結果、複数のテープフィーダの、フィーダ間のスペースをより小
さくすることが可能となっている。
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－９１７９０（図２）
【０００６】
【特許文献２】特開平３－２４３５６３（図１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記部品供給装置では、その接着面が内側になるように二つ折りにしつ
つカバーテープを回収するには、テープガイド機構の折り込み部を高精度にする必要があ
った。また、カバーテープを９０度反転させるためには、複数のガイド部材を必要とした
。
【０００８】
　この発明は、上記問題点を解決するためになされたものであって、より簡単な機構でカ
バーテープ回収時のトラブルを防止することができる部品供給装置を提供することを目的
とする。また、より簡単な機構で、テープフィーダ間のスペースを小さくして、カバーテ
ープを下方に排出することができる部品供給装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、請求項１記載の発明は、
　所定間隔毎に部品を収納したテープ本体（１７）と、
　前記テープ本体の表面に貼付され、部品の飛び出しを防止するカバーテープ（１８）と
、
　前記テープ本体と前記カバーテープを部品取り出し部に送るとともに、前記部品取り出
し部で前記テープ本体から前記カバーテープを剥がして、部品の取り出しが可能となる部
品供給装置（９）において、
　前記テープ本体から剥離された前記カバーテープを排出方向に送る駆動ローラ（２６）
と、
　前記カバーテープの排出方向に沿ってその刃部が配置され、前記カバーテープの移動に
伴い前記カバーテープを長辺方向に切断する切断部材（２２）と、
　前記カバーテープの排出経路を狭くするように配置され、切断された前記カバーテープ
を重ね合わせて排出方向に案内するガイド部材（２１、２４）を備える構成とした。
【００１１】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載の部品供給装置において、
　前記ガイド部材（２５、２６）は、重ね合わせた前記カバーテープが前記テープ本体と
交差する際、前記テープ本体の側縁近くを通過するように案内するように構成した。
【発明の効果】
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【００１２】
　上記のように、請求項１記載の発明によれば、
長辺方向に切断されたり、分離されたカバーテープを、重ね合わせて回収するようにした
ので、カバーテープ接着面が少なくなる、また、カバーテープが細分化されたので、まと
めやすくなり、カバーテープ回収時のトラブルを防止することができる。
【００１３】
　請求項２記載の発明によれば、重ね合わせた前記カバーテープが、前記テープ本体と交
差する際、テープ本体の側縁近くを通過するので、テープフィーダ間のスペースを小さく
しても、カバーテープを容易に排出することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　この発明の第１実施形態を図１、図２に、基いて説明する。
電子部品実装機１は、その装置本体ベース２上に、基板搬送方向Ｘに沿って一組の基板搬
送レール３が設置されている。基板搬送レール上には、不図示の回路基板が置かれている
。回路基板は、基板搬送レール３に沿って移動し、所定位置で停止し、保持される。回路
基板の上方には装着ヘッド４が配置されている。
【００１５】
　装着ヘッド４は、Ｘ方向に移動できるように、不図示のＸ軸移動機構に支持されるとと
もに、Ｘ軸ガントリ５に取付けられている。Ｘ軸ガントリ５は、Ｙ軸方向に移動できるよ
うに、不図示のＹ軸移動機構に支持されるとともに、Ｙ軸ガントリ６、６に、その両端部
を取付けられている。そして、Ｘ軸移動機構、Ｙ軸移動機構により装着ヘッド４は、水平
方向に移動可能に支持されている。
【００１６】
　装着ヘッド４は、下部に吸着ノズル７が設けられている。この吸着ノズル７は、不図示
の駆動機構により上下動可能である。吸着ノズル７は、不図示のバキューム機構に連通さ
れ、負圧により、吸着ノズルの先端で電子部品を吸着することができる。また、装置本体
ベースの手前側には、部品供給装置９が配置されている。部品供給装置９は、Ｙ方向に沿
って、並列的に配置された、複数のテープフィーダ１０からなる。テープフィーダ１０は
、作業者により、部品供給装置９に着脱可能となっている。
【００１７】
　テープフィーダ１０は、Ｙ方向に沿って細長状で、側面視長方形状である。テープフィ
ーダ１０は、手前側にテープ収納部１１を有し、中央部に案内部材１９、支持板２１が設
けられ、基板搬送レール３に近い後側に、部品取り出し部１２と、テープ送り機構１３が
設けられている。
【００１８】
　手前側のテープ収納部１１には、その外周部にローラ１５、１５が設けられている。テ
ープ収納部１１にセットされたテープリール１４は、ローラ１５、１５により回動可能に
支持される。テープリール１４には、テープ１６が巻回されている。
【００１９】
　テープ１６は、テープ本体１７とテープ本体の表面を覆うカバーテープ１８から構成さ
れている。
テープ本体１７は、所定間隔毎に不図示の凹部が形成され、その凹部に電子部品が収納さ
れている。カバーテープ１８は、その一方の表面に接着剤が塗布され、テープ本体１７の
表面に貼付される。カバーテープ１８は、テープ搬送時のテープ本体１７からの電子部品
の飛び出しを防止している。
【００２０】
　テープフィーダ１０の中央部の下面には、弓形の案内部材１９が固定されている。テー
プ１６は、案内部材１９を経由した後、テープフィーダ上面の部品取り出し部１２に案内
される。部品取り出し部１２には、その手前側の上面に剥離板２０が配置されている。
【００２１】
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　剥離板２０は、テープフィーダ上面のＹ方向に沿って配置されており、テープ本体１７
から剥がしたカバーテープ１８をＹ方向に案内する。カバーテープ１８が剥がされたテー
プ本体１７からは、不図示の電子部品が露出する。部品取り出し部１２で、露出した電子
部品は、下降した吸着ノズル７に吸着される。そして、搭載ヘッド４の移動により、電子
部品を所定の回路基板に搭載する。
部品取り出し部１２で電子部品を取り出されたテープ本体１７は、図示ｙ１方向に沿って
移動し、部品供給装置下部の箱に回収される。
【００２２】
　部品取り出し部１２の下方には、テープ送り機構１３が設けられている。テープ送り機
構１３は、周知のものであり、収納された電子部品の間隔毎にピッチ送りするものである
。テープ送り機構１３は、不図示のラチェットホイールと、ラチェットと、ラチェットホ
イールに連結されたリンク機構と、このリンク機構の腕に当接するエアシリンダより構成
されている。そして、電子部品実装機の中央演算処理装置の信号により、エアシリンダが
上昇すると、リンク機構、ラチェットホイール、ラチェット、によりテープ送り機構１３
は、テープ１６を間欠送りする。
【００２３】
　剥離板２０により、テープ本体１７から剥がされたカバーテープ１８は、図示Ｙ方向（
カバーテープ排出方向）に沿って送られる。テープフィーダ１０の中央部には、左側面よ
り伸びる支持板２１（ガイド部材）が設けられている。この支持板２１は、Ｙ方向に平行
に配置されている。そして、Ｙ方向に沿って、図示右側より順に、切断部材２２、第１駆
動ローラ２３、２３、ガイド部材２４、第１案内ローラ２５、第２駆動ローラ２６、２６
が配置されている。
【００２４】
　切断部材２２は、本体部から下方に向けて２本の刃部２２ａ、２２ａを備えている。２
本の刃部２２ａ、２２ａは、Ｙ方向（排出方向）に沿って平行に、且つテープ幅に対して
、均等に配置されている。また、切断部材２２の一端側は、支持板２１の上下方向の溝２
１ａに係合している。切断部材２２は、上下方向に移動可能で、所定位置で不図示のネジ
により固定される。切断部材２２をその刃部２２ａがカバーテープに係合する切断位置に
固定した後、カバーテープ１８をＹ方向に移動させると、カバーテープ１８は、長辺方向
（Ｙ方向）に沿って、均等に３分割（細分化）される。
【００２５】
　切断部材２２の下流側には、第１駆動ローラ２３、２３が設けられている。第１駆動ロ
ーラ２３、２３は支持板２１に回動可能に支持されている。また、第１駆動ローラ２３、
２３は、不図示のバネにより一方の駆動ローラが他方の駆動ローラに向けて付勢されてい
る。そして、テープ１８の間欠駆動に連動して、一方の駆動ローラ２３が所定量回転して
、カバーテープ１８をＹ方向に送る。
【００２６】
　第１駆動ローラ２３、２３の下流側には、ガイド部材２４が設けられている。
ガイド部材２４は、Ｙ方向に沿って、カバーテープ右縁部が徐々に狭くなるような傾斜を
有している。Ｙ方向に平行な支持板２１と傾斜したガイド部材２４により、カバーテープ
の排出経路は徐々に狭くなる。このガイド部材２４は、不図示のスライダーに固定されて
おり、Ｙ方向と交差するＸ方向に沿って調節可能となっている。なお、ガイド部材２４と
支持板２１で形成される排出経路は、傾斜最小幅がカバーテープ幅の１／３に設定されて
いる。
【００２７】
　ガイド部材２４の下流側には、第１案内ローラ２５（ガイド部材）が設けられている。
第１案内ローラ２５は、テープフィーダ１０の機枠に回動可能に支持されており、フィー
ダ上面側から見ると、ローラ自体がテープフィーダ左端（支持板２１側）を超えて突出す
るように配置されている。
【００２８】
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　第１案内ローラ２５の下流側には、第２駆動ローラ２６、２６（駆動ローラ、ガイド部
材）が配置されている。
第２駆動ローラ２６、２６はフィーダ機枠に回動可能に支持されていおり、フィーダ上面
側から見ると、ローラ自体がテープフィーダ左端（支持板２１側）を超えて突出するよう
に配置されている。
また、第２駆動ローラ２６、２６は、不図示のバネにより一方の駆動ローラが他方の駆動
ローラに向けて付勢されている。そして、テープ１８の間欠駆動に連動して、一方の駆動
ローラ２６が所定量回転して、カバーテープ１８をＹ方向に送る。
【００２９】
　第１実施形態の動作について説明する。
最初に、切断部材２２を上昇させた後、テープ１６を部品取り出し部１２に案内する。分
離板２０により、カバーテープ１８をテープ本体１７から剥がし、反転させて、カバーテ
ープ１８をＹ方向に案内する。一方テープ本体１７は、ｙ１方向に沿って移動して、テー
プフィーダ底面を経由して、テープフィーダ１０下方の箱に回収される。
【００３０】
　Ｙ方向に案内されたカバーテープ１８に対して、切断部材２２を下降して切断位置に固
定する。カバーテープ１８を第１駆動ローラ２３、２３に挟持されるように案内する。カ
バーテープ１８を移動させると、切断部材２２の刃部２２ａ、２２ａにより、カバーテー
プ１８はＹ方向に沿って、均等に３分割される。次に、ガイド部材２４と支持板２１とで
形成された排出経路に案内すると、排出経路の最小幅がカバーテープ幅の１／３に設定さ
れることから、切断され３分割されたカバーテープは、水平方向に重ね合わさる。
【００３１】
　１／３幅に、水平方向に重ね合わされたカバーテープ１８ａは、第１案内ローラ２５を
経由して、第２駆動ローラ２６、２６に挟持されるように案内する。そして、第１案内ロ
ーラ２５から第２駆動ローラ間の、水平方向に、重ね合わされた状態のカバーテープ１８
ａは、テープフィーダの機枠２７の左側面を通り、下方のカバーテープ回収箱に案内され
る。なお、重ね合わされた状態のカバーテープ１８ａがテープ本体１７の交差する際（位
置Ｚ）、カバーテープ１８ａはテープ本体１７の側縁近くを通過している。
【００３２】
　第１実施形態によれば、長辺方向に切断されたカバーテープ１８を、重ね合わせて回収
するようにしたので、カバーテープ接着面が少なくなる、また、カバーテープが細分化さ
れたので、まとめやすくなり、カバーテープ回収時のトラブルを防止することができる。
【００３３】
　また、重ね合わせた前記カバーテープ１８ａが、テープ本体１７と交差する際、テープ
本体の側縁近くを通過するので、テープフィーダ１０間のスペースを小さくしても、カバ
ーテープを容易に排出することができる。
【００３４】
　この発明の参考例を、図３に基いて説明する。
この参考例は、カバーテープ３０にミシン目が形成されている点や、分離板３１が用いら
れている点で、第１実施形態と異なるが、他は第１実施形態と同様なので、その要部のみ
説明する。
【００３５】
　参考例のカバーテープ３０は、Ｙ方向（カバーテープ排出方向）に沿って平行に、且つ
テープ幅に対して均等に３分割されるような、切り取り用のミシン目３０ｄ、３０ｅが形
成されている。不図示の第１駆動ローラに送られたカバーテープ３０の下流側には、分離
板３１が設けられている。分離板３１は、カバーテープ３０の排出経路に交差するように
、平行に配置されている。
【００３６】
　分離板３１の手前で、カバーテープ３０は、ミシン目３０ｄ，３０ｅに沿って、カバー
テープ３０ａ、３０ｂ、３０ｃに３分割される。３分割されたカバーテープのうち、両端
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部のカバーテープ３０ａ、３０ｃが分離板３１の上面を通過し、中央部のカバーテープ３
０ｂが分離板３１の底面を通過する。すなわち、分離されたカバーテープ３０ａ、３０ｂ
、３０ｃは、上下方向に交互に、分離板３１に案内される。
【００３７】
　そして、カバーテープ３０をＹ方向に移動させると、カバーテープ３０はミシン目に沿
って、容易に分離することができる。分離されたカバーテープ３０ａ、３０ｂ、３０ｃは
、第１実施形態同様、不図示のガイド部材と支持板とで形成された排出経路に案内されて
、水平方向に重ね合わさられる。そして、不図示の第１案内ローラ、第２駆動ローラを介
して、カバーテープ回収箱に案内される。なお、重ね合わされた状態のカバーテープは、
テープ本体と交差する際、テープ本体の側縁近くを通過する。
【００３８】
　参考例によれば、長辺方向（Ｙ方向）に分離されたカバーテープ３０を、重ね合わせて
回収するようにしたので、カバーテープ接着面が少なくなる。また、カバーテープ３０が
細分化されたので、まとめやすくなり、カバーテープ回収時のトラブルを防止することが
できる。
【００３９】
　この発明は、上記実施形態に限定されることなく、種々変更可能である。
例えば、上記実施形態では、カバーテープ１８は、Ｙ方向に沿って、３分割されたが、２
分割することや、４分割するように切断部材の刃部を構成することも容易に考えられる。
【００４０】
　また、上記実施形態のカバーテープ１８は、長辺方向に切断、細分化され、水平方向に
重ね合わされたが、これに代えて、よりガイド部材２４と支持板２１とで形成される排出
経路を狭くして、重ね合わされたカバーテープ１８ａが立つように、すなわち、カバーテ
ープ１８ａが垂直方向に重ね合わせるようにすることも容易に考えられる。
【００４１】
　また、上記実施形態では、ガイド部材２４と支持板２１で排出経路が形成されたが、こ
れに代えて、円筒状のテーパー穴を用いることも容易に考えられる。そして、Ｙ方向にカ
バーテープ１８を数分割し、テーパ穴を通して、カバーテープ１８ａを束ねるようにする
ことも容易に考えられる。カバーテープを束ねた状態で、排出することも、カバーテープ
を重ね合わせて回収することの一例である。
【００４２】
　また、上記実施形態では、駆動ローラとして、第１駆動ローラ２３、２３と、第２駆動
ローラ２６、２６を設けたが、第１駆動ローラ２３、２３を省略することもできる。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】電子部品実装機の斜視図である。
【図２】第１実施形態の部品供給装置（テープフィーダ）の斜視図である。
【図３】参考例の要部説明図である。
【符号の説明】
【００４４】
１７・・・テープ本体
１８・・・カバーテープ
９・・・・部品供給装置
２６・・・第２駆動ローラ（駆動ローラ、ガイド部材）
２２・・・切断部材
２１・・・支持板（ガイド部材）
２４・・・ガイド部材
２５・・・第１案内ローラ（ガイド部材）
３０・・・カバーテープ
３１・・・分離板
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